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巻頭
特集

　
市
民
の
暮
ら
し
を
お
助

け
し
ま
す
―
。
新
発
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
で
は

「
助
太
刀
事
業
」
と
題
し
、

訪
問
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
ご

み
出
し
、
買
い
物
の
付
き

添
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
施

内
容
や
方
法
を
見
直
し
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
く
す

る
こ
と
で
、「
市
民
に
社

協
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
に
し
た
い
」

と
期
待
を
込
め
て
い
ま

す
。

　
新
発
田
市
社
協
「
助
太
刀
事

業
」
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
別
表
の

と
お
り
。
高
齢
者
や
家
族
の
困

り
ご
と
だ
け
で
な
く
、
子
育
て

世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
内
容

が
目
立
ち
ま
す
。

　
「
メ
ニ
ュ
ー
の
多
く
は
こ
れ

ま
で
も
行
っ
て
い
る
事
業
で

す
。
新
し
い
こ
と
を
ゼ
ロ
か
ら

始
め
る
の
で
は
な
く
、
既
に
あ

る
も
の
を
組
み
合
わ
せ
、
条
件

を
緩
く
す
る
な
ど
し
て
使
い
や

す
い
も
の
に
し
よ
う
と
考
え
ま

し
た
」
と
事
業
を
担
当
す
る
地

域
福
祉
課
主
事
の
石
山
仁
奈
子

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
助
太
刀
」の
事
業
名
は
、新

発
田
が
生
ん
だ
ヒ
ー
ロ
ー
堀
部

安
兵
衛
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
。
赤
穂
四
十
七

士
に
ち
な
ん
で
メ

ニ
ュ
ー
の
数
は
47
。
昨
年
12
月

の
事
業
ス
タ
ー
ト
は
、
討
ち
入

り
に
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
社
協
の
賛
助
会
員
と
な
っ
て

い
る
企
業
か
ら
も
協
力
し
て
も

ら
い
、
各
業
者
が
得
意
と
す
る

分
野
を
業
務
委
託
し
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。社
協
で
は「
企

業
も
目
を
向
け
る
取
り
組
み
に

し
た
い
。
助
太
刀
事
業
を
き
っ

か
け
に
、
多
く
の
市
民
か
ら
社

協
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
、

市
内
外
に
事
業
内
容
を
Ｐ
Ｒ

し
、
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。

新
発
田
市
社
協「
助
太
刀
事
業
」

既
存
事
業
を
柔
軟
に

「
助
太
刀
事
業
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
助
太
刀
う
ー
さ
ん
」

新発田市社会福祉協議会「助太刀事業」のメニュー　（１~23）
内容 料金（円） 内容 料金（円）

① 看護師による訪問健康チェック（月１回） 5,000 ⑬ 災害用持ち出しあんしんパック・角型リュック式 4,000

② 看護師による訪問健康チェック（年１回） 5,000 ⑭ 通院同行（１回　４時間程度） １時間 2,500

③ 看護師による訪問健康チェック（年４回） 20,000 ⑮ 食料品、日用品購入同行（１時間半程度、月１回） 5,000

④ 話し相手や送付書類等確認のお手伝い（月１回） 3,000 ⑯ 食料品、日用品購入同行（１時間半程度、月２回） 10,000

⑤ 話し相手や送付書類等確認のお手伝い（月２回） 6,000 ⑰ 食料品、日用品購入代行（１時間半程度、月１回）他
の有料サービスとの併用のみ 1,500

⑥ 介護認定等に関するご相談 他専門事業所へ紹介 ⑱ 市内大型ショッピングセンター買い物同行（２時間程度） 6,000

⑦ 在宅介護、デイサービスセンター利用に関するご相談 他専門事業所へ紹介 ⑲ 市内家電量販店買い物同行（２時間程度） 6,000

⑧ 成年後見制度に関するご相談 他専門事業所へ紹介 ⑳ 市内外食同行（２時間半程度、食事代別途） 7,000

⑨ 成年後見制度申請に関するご相談 他専門事業所へ紹介 ㉑ 市内観光・美術館等鑑賞（２時間程度、チケット代別途） 5,000

⑩ あんしんコールサービス（月１回） 500 ㉒ 市内コンサート・劇等鑑賞（２時間程度、チケット代別途） 5,000

⑪ あんしんコールサービス（月２回） 1,000 ㉓ 市内イベント・体験会等参加同行
（２時間程度、参加費別途） 5,000

⑫ 災害用持ち出しあんしんパック・円柱型リュック式 2,000

おのおの方、ご利用くだされ！
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新
発
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
「
助
太
刀
事
業
」
で
人
気
が

高
い
の
は
、
弁
当
給
食
サ
ー
ビ

ス
「
や
さ
し
い
お
弁
当
」
＝
㉝

＝
。
次
い
で
、
社
協
ス
タ
ッ
フ

が
電
話
を
し
て
安
否
確
認
し
た

り
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
す
る

「
あ
ん
し
ん
コ
ー
ル（
月
１
回
）」

＝
⑩
＝
な
ど
で
す
。

　
「
や
さ
し
い
お
弁
当
」と「
あ

ん
し
ん
コ
ー
ル
」
を
利
用
す
る

80
代
の
一
人
暮
ら
し
の
男
性
は

「
お
弁
当
を
毎
週
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
」と
喜
び
、「
あ

ん
し
ん
コ
ー
ル
」
で
は
終
活
相

談
も
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
新
発
田
市
社
協
の
弁
当
給
食

サ
ー
ビ
ス
は
こ
れ
ま
で
高
齢
者

が
対
象
で
し
た
が
、「
助
太
刀
」

で
子
育
て
世
帯
に
も
広
げ
ま
し

た
。「
夕
食
を
作
る
時
間
を
少

し
で
も
、
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ

い
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

社
協
で
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
持
ち
家
率
が
高
い
新

発
田
の
土
地
柄
に
合
わ
せ
、
仏

壇
・
神
棚
じ
ま
い
な
ど
家
に
付

随
す
る
難
題
へ
の
対
応
を
盛
り

込
ん
だ
の
も
特
色
で
す
。

　

新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、

訪
問
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
電
話
な
ど
メ
ニ
ュ
ー
を
い
く

つ
か
組
み
合
わ
せ
、
3
カ
月
間

限
定
で
提
供
す
る
「
お
試
し

パ
ッ
ク
」
も
3
種
類
用
意
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
新
発
田
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
社
協
で
は

「
遠
方
に
住
む
子
ど
も
さ
ん
が

市
内
に
住
む
高
齢
の
親
に
親
孝

行
を
す
る
“
助
太
刀
”
を
社
協

が
し
よ
う
と
考
え
た
。
お
試
し

を
経
て
ま
た
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

し
て
利
用
し
た
い
方
に
は
、
47

メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
対
応
し
ま

す
」と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
利
用
件
数
は
、
最
も
多

い「
や
さ
し
い
お
弁
当
」で
8
月

末
で
延
べ
10
世
帯
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。「
問
い
合
わ
せ
は
あ

る
の
で
真
価
は
こ
れ
か
ら
。
新

た
な
視
点
で
の
挑
戦
に
な
り
ま

す
。
社
協
の
事
業
と
い
う
こ
と

が
安
心
感
に
も
つ
な
が
る
と
思

う
の
で
、
ま
だ
ま
だ
広
が
る
と

思
い
ま
す
」
と
、
担
当
の
石
山

さ
ん
は
力
を
込
め
ま
し
た
。

新発田市社会福祉協議会「助太刀事業」のメニュー　（24~47）
内容 料金（円） 内容 料金（円）

㉔ 緊急時の自宅備蓄品や内容等の確認（年１回） 3,000 ㊱ 旬の生花お届け（１回）他の有料サービスとの併用利
用のみ 3,000

㉕ 住宅用火災報知器の動作確認（年１回） 3,000 ㊲ 断捨離のお手伝い（居住宅のみ。２時間程度） 6,000
㉖ 財産に関する重要書類や印鑑等のお預かりサービス（１カ月） 1,500 ㊳ 季節の衣替え、寝具等入れ替えのお手伝い（２時間程度） 6,000
㉗ 簡易な書類のお預かりサービス（私の人生ノート等） 1,500 ㊴ 大物ゴミ出し　他の有料サービスとの併用利用のみ 要相談
㉘ STOP 特殊詐欺！固定電話装置貸出サービス（１カ月） 200 ㊵ ゴミ出し（週２回）　他の有料サービスとの併用利用のみ 3,500

㉙ 映像撮影（15分程度）・LINE送信（月１回または年１回） 3,000 ㊶ 着物、和装小物など引き取り　他の有料サービスとの
併用利用のみ 要相談

㉚ 映像撮影（15 分程度）・LINE 送信（年４回） 12,000 ㊷ 出張理容・美容室　他の有料サービスとの併用利用のみ 3,000
㉛ LINE 電話での会話（月１回または年１回） 3,000 ㊸ 居住宅の除草作業　他の有料サービスとの併用利用のみ 要相談
㉜ LINE 電話での会話（年４回） 12,000 ㊹ 仏壇じまい等のご相談　他の有料サービスとの併用利用のみ 要相談
㉝ やさしいお弁当（週１回） 400 ㊺ 新潟市中央区内の観光施設・美術館等鑑賞（６時間程度） 15,000

㉞ 旬の和菓子お届け（１回）他の有料サービスとの併用
利用のみ 2,000 ㊻ 新潟市中央区内コンサート・演劇等鑑賞（６時間程度） 15,000

㉟ 旬の果物・野菜お届け（１回）他の有料サービスとの
併用利用のみ 2,000 ㊼ 新潟市中央区内映画鑑賞（６時間程度） 15,000

人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は「
や
さ
し
い
お
弁
当
」

「
あ
ん
し
ん
コ
ー
ル
」
を
担
当
す
る

新
発
田
市
社
協
の
ス
タ
ッ
フ

■
新
発
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

�

新
発
田
市
本
町
4
丁
目
16
番
83
号

　
新
発
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内

　
☎
０
２
５
４（
２
３
）１
０
０
０

「お試しパック」返礼品にも
「成果が出るのはこれから」

　
新
コ
ー
ナ
ー
「
ぴ
っ
く

あ
っ
ぷ
市
町
村
社
協
」
で

は
、
新
潟
県
内
の
市
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
ユ
ニ
ー

ク
な
取
り
組
み
や
課
題
な

ど
を
随
時
紹
介
し
ま
す
。
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新
潟
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉

連
合
会
は
、
県
と
新
潟
市
の
委

託
事
業
と
し
て
、
ひ
と
り
親
家

庭
や
離
婚
を
考
え
て
い
る
人
た

ち
を
対
象
に
仕
事
や
生
活
、
養

育
費
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

乗
っ
た
り
、
寄
付
金
な
ど
か
ら

バ
ス
ツ
ア
ー
や
ス
キ
ー
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
交
流
の
場
を
設

け
た
り
し
て
支
援
を
し
て
い
る

組
織
で
す
。
無
料
の
職
業
紹
介

も
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年

度
は
約
６
０
０
件
の
相
談
を
受

け
ま
し
た
。

　
「
相
談
ご
と
が
な
い
の
が
本

当
は
い
ち
ば
ん
い
い
。
で
も
、

独
り
で
悩
ん
で
い
る
人
が
相
談

し
や
す
い
場
所
と
し
て
こ
こ
を

利
用
す
る
こ
と
が
増
え
て
く
れ

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
坂

井
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
連
合
会
は
今
年
の
６
月
、「
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
」
と
い

う
名
称
か
ら
現
在
の
名
前
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　
旧
名
称
に
あ
っ
た「
寡
婦
」は
、

古
く
は
戦
没
者
未
亡
人
を
指
し

ま
し
た
が
、現
在
は
法
律
上
「
婚

姻
関
係
に
あ
っ
た
パ
ー
ト
ナ
ー

と
死
別
し
た
り
離
縁
し
た
り
し

た
後
、
再
婚
せ
ず
に
い
る
女
性
」

「
夫
の
生
死
が
不
明
の
女
性
」
と

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
近
年
は
父
子
家
庭
も

徐
々
に
増
え
て
き
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
時
代
に
合
わ
せ
よ
う
と

「
母
子
寡
婦
」
を
今
回
「
ひ
と

り
親
」
に
改
め
ま
し
た
。「
会

の
名
前
が
変
わ
っ
て
印
象
が
よ

く
な
っ
た
と
い
う
声
も
聞
き
ま

す
。
父
子
家
庭
も
利
用
し
や
す

く
な
る
き
っ
か
け
に
で
き
れ
ば

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
坂

井
さ
ん
は
改
名
の
効
果
に
期
待

を
込
め
ま
す
。

　
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
る
中
で
強
く
感
じ
る
の
は

「
正
解
が
な
い
こ
と
の
難
し
さ
」

で
す
。「
相
談
者
が
よ
り
よ
く

生
活
で
き
る
方
法
を
暗
中
模
索

で
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

れ
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う

か
は
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
こ
ち
ら
の
提
案
は
果
た
し

て
適
切
だ
っ
た
の
か
。
悩
み
が

解
消
さ
れ
な
い
場
合
に
は
ど
う

持
っ
て
行
け
ば
い
い
の
か
。
反

省
を
繰
り
返
す

毎
日
で
す
」

　
で
も
、
だ
か
ら

こ
そ
、
無
事
就
職
で
き
た
と
連

絡
を
も
ら
っ
た
り
、
会
の
こ
と

を
思
い
出
し
て
再
び
相
談
に
来

て
く
れ
た
り
し
た
時
の
喜
び
は

大
き
い
そ
う
で
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
離
婚
を
考

え
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る

中
、「
気
兼
ね
な
く
相
談
で
き

る
ム
ー
ド
づ
く
り
に
努
め
、
生

き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
の
た
め

の
場
で
あ
り
た
い
。
私
も
考
え

な
が
ら
成
長
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
力
強
く
話
し
て
い
ま

し
た
。

一
緒
に
悩
み
自
分
も
成
長

福 祉 の 現 場
―�福祉の現場で働く人たちに�
� 思いを聞きました―

坂さ
か

井い 
忍し

の
ぶ 

さ
ん

新
潟
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
連
合
会

新
潟
県
・
新
潟
市
ひ
と
り
親
家
庭
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

就
業
支
援
員

新潟市中央区上所２－２－２
新潟ユニゾンプラザ３階
☎ 025（281）5587

事
務
所

認知症のこと、ひとりで悩んでいませんか？　～お気軽にご相談ください～

【所 在 地】 〒950-8575　新潟市中央区上所2-2-2　新潟ユニゾンプラザ３階（来所相談も可）
【相談時間】 月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く） ９:00 ～ 17:00

相談電話

025－281－27
な

8
や

3
みにんちしょう新潟県認知症新潟県認知症

コールセンターコールセンター

第
65
回
新
潟
県
ひ
と
り
親
家
庭
福

祉
大
会
の
一
コ
マ
（
７
月
27
日
・
新

発
田
市
）
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第75回新潟県民福祉大会　11月６日、魚沼市で開催

つ
な
が
っ
て
生
き
る
社
会
へ

　身体障害者福祉法、精神保健及び精神障害者福祉に関する法
律施行75周年、知的障害者福祉法施行65周年を記念して「第
75回新潟県民福祉大会」（主催：県、県社会福祉協議会、県共
同募金会、魚沼市、魚沼市社会福祉協議会）を開催します。
　社会福祉功労者を表彰する式典と、小竹向原内科・糖尿病
内科クリニック院長の石井博尚氏を講師にお迎えし、記念講
演を行います。

■期日：令和７年11月６日（木）
■場所：魚沼市響きの森文化会館
■内容
　　▶ 式典
　　　 �社会福祉功労者に対し県知事表彰、県社会福祉協議会長表

彰、県共同募金会長表彰を行います。
　　▶ 記念講演
　　　 �小竹向原内科・糖尿病内科クリニック院長の石井博尚氏を講

師にお迎えし、ご講演をいただきます。
■問い合わせ
　新潟県社会福祉協議会　総務管理課
　▶ 電話：025-281-5520
　▶ホームページ：https://www.fukushiniigata.or.jp

県社協 HP
こちらから

新潟県社協

昨年の県民福祉大会

　
「
人
と
人
、
世
代
を
つ
な
ぐ
地
域

共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
、「
福
祉・介
護・健
康
フ
ェ

ア
２
０
２
５
ｉ
ｎ
新
潟
」
が
11
月
８

日
、
新
潟
市
中
央
区
鐘
木
の
新
潟
市

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

す
。
講
演
や
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
商
品

紹
介
、
農
福
マ
ル
シ
ェ
な
ど
多
彩
な

メ
ニ
ュ
ー
が
予
定
さ
れ
、
約
５
千
人

の
参
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
主
催
は
新
潟
日
報
社
、
新
潟
県
社

会
福
祉
協
議
会
、
新
潟
市
社
会
福
祉

協
議
会
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

料
理
愛
好
家
で
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の

平
野
レ
ミ
さ
ん
や
映
画
「
ぼ
け
ま
す

か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

を
監
督
し
た
信
友
直
子
さ
ん
ら
に
よ

る
ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
企
業
や
団
体
な
ど
も
出
展
し
、「
歯

の
健
康
・
口
腔
ケ
ア
」「
生
活
支
援
」

「
介
護
」
な
ど
テ
ー
マ
別
に
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
ほ

か
福
祉
、
介
護
、
健
康
に
関
す
る
講

演
や
セ
ミ
ナ
ー
も
開
か
れ
ま
す
。

　
同
時
開
催
事
業
と
し
て
、
子
ど
も

を
対
象
に
し
た
「
介
護
士
の
お
仕
事

体
験
」
や
介
護
の
就
職
相
談
、
農
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
障
が
い
者
就
労

施
設
に
よ
る
農
福
連
携
マ
ル
シ
ェ
、

福
祉
の
店
「
パ
レ
ッ
ト
」
周
年
祭
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行

わ
れ
ま
す
。

昨
年
の
「
福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア 

ｉ
ｎ
新
潟
」
の
様
子
。
福
祉
施
設
の
出
展
な

ど
が
人
気
を
呼
ん
だ

福祉・介護・健康フェア2025 in 新潟 11月８日
新潟市産振センター
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ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ふくしの保険 検 索

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

https://www.fukushihoken.co.jp令和７年度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お 1人につきいずれかのプラン 1口のみとなります。

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

〈SJ24-10057より抜粋〉
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「
ア
ミ
エ
ル
」
ユ
ニ
ゾ
ン
プ

ラ
ザ
店
は
、
介
護
用
品
の
店
と

し
て
は
県
内
有
数
の
広
さ
が
あ

り
、
靴
、
洋
服
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
ク
用
品
な
ど
を
豊
富

に
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
生
誕
祭

で
は
足
の
相
談
会
や
足
底
計
測

会（
い
ず
れ
も
18
、
19
日
）、
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
体
験
会

（
19
日
）
や
特
売
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

八
木
野
美
砂
緒
店
長
に
よ

る
と
、
10
年
の
間
に
お
客
の
代

替
わ
り
が
進
み
、
介
護
さ
れ
る

側
も
「
お
し
ゃ
れ
に
着
こ
な
し

た
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
高
く

な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ

３
、
４
年
は
介
護
機
能
を
持
ち

つ
つ
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
重

視
し
た
靴
や
洋
服
を
増
や
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
「
時
代
の
変
化
を
取
り
入
れ

て
、
快
適
に
介
護
が
で
き
る
よ

う
な
商
品
を
こ
れ
か
ら
も
長
く

提
供
し
続
け
て
い
き
た
い
」
と

八
木
野
店
長
は
話
し
て
い
ま

す
。

　
ア
ミ
エ
ル
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

店
の
問
い
合
わ
せ
は
０
１
２
０

（
２
４
９
）４
０
８
へ
。

お
し
ゃ
れ
で
機
能
的
な
商
品
が
並

ぶ
靴
コ
ー
ナ
ー

開店 10周年を迎えたアミエルユニゾンプラザ店

　
新
潟
市
中
央
区
上
所
２
の
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
１
階
に
あ
る
健
康
・
介
護

用
品
と
生
活
雑
貨
の
店
「
ア
ミ
エ
ル
」
は
、
こ
の
10
月
で
開
店
10
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
1
カ
月
間
、「
生
誕
祭
」
と
銘
打
っ
て
、
フ
ェ
ア
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　新潟県社会福祉協議会は機関誌として「福祉にいがた」を毎月発
行しています。このうち８月、12月、３月は、長寿社会振興を目
指す総合情報誌「オアシス21」と「福祉にいがた」の合併号です。県
社協では、ここに掲載する広告を募集しています。料金は別表の
とおりです。
　発行部数は「福祉にいがた」が１万２千部、「オアシス 21」「福祉
にいがた」合併号が１万７千部で、県内の福祉関係機関や教育機
関、公共施設などに送られています。
　問い合わせは県社会福祉協議会企画広報課、025（281）5613へ。

社会福祉法人新潟県社会福祉協議会 機関誌広告基本料金表

区分 大きさ 掲載料（税込み）
モノクロ カラー

全ページ 縦25.5㎝×横17.0㎝ 154,000円 198,000円
〃（裏表紙指定） − 220,000円
半ページ 縦12.5㎝×横17.0㎝ 82,500円 110,000円
〃（裏表紙指定） − 132,000円
２段 縦10.0㎝×横17.0㎝ 66,000円 88,000円
１段 縦5.0㎝×横17.0㎝ 33,000円 44,000円

「福祉にいがた」と「オアシス　福祉にいがた」合併号、広告募集

※版下代は広告主の負担となります。

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
１
階「
ア
ミ
エ
ル
」10
周
年

お
し
ゃ
れ
な
品
ぞ
ろ
え
に
力

「
時
代
の
変
化
取
り
入
れ
た
い
」

快適な介護をサポート快適な介護をサポート
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　社会福祉法第119条に基づき新潟県における令和７年度共同募金計画について、次のとおり公告します。
　� 令和７年10月　社会福祉法人　新潟県共同募金会　会長　佐藤　明　
１　募金募集の期間
　　●一般募金　令和７年10月１日から令和７年12月31日まで　●地域歳末たすけあい募金　令和７年12月１日から令和７年12月31日まで
　　●NHK歳末たすけあい募金　令和７年12月１日から令和７年12月25日まで　●テーマ型募金　令和８年１月１日から令和８年３月31日まで
２　募金の目標額　464,772千円
　　一般募金　362,049千円　地域歳末たすけあい募金　72,663千円　NHK歳末たすけあい募金　8,500千円　テーマ型募金　21,560千円
３　配分の範囲	 	 	 	 	 	 	
　　新潟県内において、社会福祉事業、更生保護事業その他の社会福祉を目的とする事業を実施する者(国及び地方公共団体を除く。）とする。
４　配分の計画及び変更
　　配分要望のあった次に掲げる事業に対し、募金実績の範囲内において配分を行う。

（１）一般募金の配分
①広域配分計画�
●県広域社会福祉団体� （単位：千円）

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
新潟県社会福祉協議会  4,259 県民福祉大会等
新潟県ひとり親家庭福祉連合会  240 ひとり親向けメンタルヘルスセミナー
新潟県保育連盟  240 保育所問題研究委員会
新潟県身体障害者団体連合会  512 県身体障害者福祉大会等
新潟県老人クラブ連合会  295 市町村老連女性セミナー
新潟県肢体不自由児協会  184 ふれ愛作品展
新潟県保護司会連合会  240 研修事業等
新潟県民生委員児童委員協議会  200 研修事業等
新潟県精神保健福祉家族会連合会  216 精神保健フォーラムの開催
新潟いのちの電話  374 電話相談員養成事業
新潟県里親会  240 県里親大会等

●県広域社会福祉施設
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

大友中央保育園  1,500 車両の購入
上越市社会福祉協議会牧支所  1,240 車両の購入
頸城デイサービスセンターはながさの里  1,500 車両の購入
三条市社会福祉協議会  1,125 車両の購入
特別養護老人ホーム春風堂  1,500 車両の購入
障害者支援施設第二岩の平園  1,195 車両の購入
佐渡市社会福祉協議会羽茂支所　  1,500 車両の購入
通所介護事業所いわはら荘  1,500 車両の購入
湯沢町社会福祉協議会  997 車両の購入
特別養護老人ホームかがやき苑  2,000 体育館修繕工事
特別養護老人ホームかんばらの里  2,000 特殊浴槽・電動ストレッチャーの入替
特別養護老人ホームはさぎの里  2,000 特殊浴槽・電動ストレッチャーの入替等
デイサービスセンター新潟あそか苑  2,000 特殊浴槽の入替
東小針認定こども園  841 デッキハウスの購入
特別養護老人ホームいずみ苑  2,000 電動ベッドの購入
特別養護老人ホームはやまの里  2,000 浴室介護移乗リフトの購入
ワークセンター小千谷市さくら  2,000 空調設備改修工事
保育所　加茂新田保育園  441 ガスレンジの入替
就労継続支援B型すばるワークセンター  1,942 トラクターの購入
新穂デイサービスセンター  1,773 ボイラー入替工事
特別養護老人ホーム第二胎内やすらぎの家  870 リハビリ機器の購入

●地域活動支援センター
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

地域活動支援センターピュアはーと他10団体 1,650 研修・交流事業等

●児童養護施設等就労支援			 
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

児童養護施設等に在籍する生徒等 6,635 運転免許取得費
●地域活動支援助成

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
塩谷区 896 暮らし安心事業

●新潟県遊技業協同組合福祉施設車両整備助成
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

障害者支援施設 3,000 車両の購入
●テーマ型募金支援

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
福祉団体等 2,000 活動費
●その他

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
災害等準備金積立金 13,500 災害時の活動積立金
災害見舞金 1,000 火災・水害の見舞金等
共同募金運動推進費 66,310 運動推進のための経費
●生活困窮者への緊急支援活動助成

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
福祉団体等 4,000 活動費等
●福祉活動緊急助成

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
福祉団体等 4,000 活動費等

②地域配分計画
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

地域福祉団体、社会福祉協議会等 44,050 高齢者への支援
11,026 障害児（者）への支援
22,299 児童・青少年への支援
5,727 課題を抱える人への支援

137,032 その他

（２）地域歳末たすけあい
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

地域福祉団体、社会福祉協議会等 25,374 高齢者への支援
1,627 障害児（者）への支援
1,990 児童・青少年への支援
1,200 課題を抱える人への支援
42,472 その他

（３）NHK歳末たすけあい
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

福祉団体・難病患者支援団体等 8,500 車両整備等

（４）テーマ型募金
①あったか雪募金

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
除雪ボランティア団体等 3,000 除雪資材の購入等
②新テーマ型募金

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
フードバンクにいがた　他19団体	 18,560 活動費等

※ �詳細な事業内容については赤い羽根データベース
はねっと（https://hanett.akaihane.or.jp/）をご覧
ください。

令和７年度共同募金公告令和７年度共同募金公告

情 報赤い羽根赤い羽根
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情 報赤い羽根赤い羽根
　
10
月
１
日
、
今
年
も
「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
」
が
全
国
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
第
79
回
と
な
る
共
同

募
金
の
県
内
目
標
額
は
４
億
６
４
７

７
万
２
千
円
で
、
募
金
は
来
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
お

住
ま
い
の
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活

動
、
防
災
・
滅
災
の
た
め
に
活
用
さ

れ
ま
す
。
今
年
も
温
か
い
善
意
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
中
央
共
同
募
金
会
が
作
成
し
た
ポ

ス
タ
ー
＝
写
真
＝
に
は
「
支
え
る
人

を
支
え
る
募
金
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
あ
な
た
の
町
に
は
、
誰

か
の
困
り
ご
と
を
自
分
の
こ
と
の
よ

う
に
考
え
、
行
動
す
る
人
た
ち
が
い

る
」
と
し
て
、
困
っ
て
い
る
人
を
支

え
る
活
動
資
金
に
赤
い
羽
根
共
同
募

金
が
使
わ
れ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
、

募
金
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　
共
同
募
金
運
動
は
「
つ
な
が
り
を

た
や
さ
な
い
社
会
づ
く
り
～
あ
な
た

は
一
人
じ
ゃ
な
い
～
」
を
全
国
共
通

助
成
テ
ー
マ
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
「
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

第
14
弾
（
５
月
５
日
～
６
月
29
日
実

施
）
で
集
ま
っ
た
募
金
約
１
２
０
万

円
を
新
潟
県
共
同
募
金
会
へ
贈
る
贈

呈
式
が
８
月
25
日
、
新
潟
市
中
央
区

の
株
式
会
社
ウ
オ
ロ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
本
社
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ス
ー

パ
ー
の
ウ
オ
ロ
ク
各
店
舗
で
対
象
商

品
の
サ
ン
ト
リ
ー
飲
料
を
購
入
す
る

と
１
本
に
つ
き
１
円
が
共
同
募
金
に

寄
付
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

　
贈
呈
式
で
は
ウ
オ
ロ
ク
Ｈ
Ｄ
の
葛

見
久
賢
社
長
が
県
共
同
募
金
会
の
佐

藤
明
会
長
へ
寄
付
金
１
２
０
万
１
７

６
７
円
の
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

葛
見
社
長
は
「
お
客
様
が
普
段
通
り

に
買
い
物
を
し
、
気
づ
け
ば
寄
付
を

通
じ
て
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
ま

す
。
寄
付
金
は
地
域
の
方
々
の
暮
ら

し
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
佐
藤
会
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
寄
付

総
額
は
１
２
１
３
万
２
７
７
円
と
な

り
、
貴
重
な
浄
財
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
社
会
的
に
弱

い
立
場
に
あ
る
人
々
を
支
え
る
た
め

に
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
贈
呈
式

に
出
席
し
た
葛
見
久
賢
・
ウ
オ
ロ
ク
Ｈ
Ｄ

社
長
（
左
か
ら
２
人
目
）、
佐
藤
明
・
県
共

同
募
金
会
会
長
（
同
３
人
目
）
ら

つ
な
が
り
を
た
や
さ
な
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

赤
い
羽
根
共
同
募
金
始
ま
る

「
募
金
百
貨
店
」約
120
万
円

ウ
オ
ロ
ク
Ｈ
Ｄ
、県
共
募
へ
寄
付
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※
県
社
会
福
祉
協
議
会
ス
タ
ッ
フ
が
、日
々
の
体
験
や
思
い
な
ど
を
つ
づ
り
ま
す
。

　
10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

の
2
カ
月
間
は
「
麻
薬
・
覚
醒

剤
・
大
麻
乱
用
防
止
運
動
」
期
間

で
す
。
薬
物
の
乱
用
を
な
く
す
こ

と
を
目
指
し
て
、
新
潟
県
を
は
じ

め
と
す
る
都
道
府
県
と
厚
生
労
働

省
は
、
薬
物
の
危
険
性
や
有
害
性

を
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
訴
え
、

啓
発
に
努
め
ま
す
。

　
薬
物
の
乱
用
は
、
健
康
上
の
問

題
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

故
や
事
件
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
り
、
そ
の
危
害
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん
。

　
厚
労
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
令

和
6
年
の
大
麻
の
検
挙
者
数
は
前

年
に
続
い
て
6
千
人
を
超
え
、
そ

の
中
で
も
30
歳
未
満
の
若
年
層
が

7
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
で
は
「
大
麻
に
は
依
存
性

が
な
く
安
全
」
と
い
っ
た
誤
っ
た

情
報
も
多
く
流
れ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。

　
防
止
運
動
の
期
間
中
、
新
潟
県

で
は
薬
物
乱
用
の
危

険
性
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
広
報
す
る

ほ
か
、
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
た
り
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
た

り
し
て
、
広
く
県
民

に
注
意
を
呼
び
掛
け

て
い
く
方
針
で
す
。

　
「
包
括
的
な
相
談
体
制
」「
重
層

的
支
援
体
制
」「
伴
走
的
支
援
」…
。

ど
れ
も
似
た
よ
う
な
雰
囲
気
の
言

葉
だ
が
、
社
協
が
な
ぜ
、
そ
れ
ら

に
取
り
組
む
の
か
自
分
な
り
に
再

確
認
し
て
み
た
い
。

　
一
つ
目
の
視
点
は
、「
制
度
間
福

祉
の
包
括
化
」。
縦
割
り
行
政
で

は
、
個
々
の
課
題
に
特
化
し
た
支

援
は
で
き
て
も
、
そ
の
背
後
に
あ

る「
生
き
づ
ら
さ
」全
体
を
捉
え
、

横
断
的
に
支
援
す
る
こ
と
は
困
難

が
あ
る
。
一
つ
の
相
談
窓
口
で
多

岐
に
わ
た
る
課
題
を
受
け
止
め
、

関
係
機
関
や
専
門
家
と
連
携
し
な

が
ら
、
そ
の
方
の
人
生
全
体
に
寄

り
添
う
支
援
を
組
み
立
て
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
二
つ
目
の
視
点
は
、「
制
度
間
福

祉
と
地
域
福
祉
の
重
層
化
」。
公

的
な
支
援
制
度
だ
け
で
、
す
べ
て

の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
至

難
で
あ
る
。
公
的
な
支
援
が
届
き

に
く
い
、
あ
る
い
は
制
度
の
対
象

外
と
な
る
方
に
と
っ
て
、
本
当
に

必
要
な
の
は
、
近
隣
住
民
に
よ
る

温
か
い
見
守
り
や
、
共
に
活
動
で

き
る「
居
場
所
」だ
っ
た
り
す
る
。

こ
の
「
制
度
」
と
い
う
土
台
の
上

に
、
地
域
住
民
が
持
つ
「
支
え
合

う
力
」
を
重
ね
合
わ
せ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
個
別
の
課
題
解
決
に
留

ま
ら
ず
、
住
民
自
身
が
課
題
解
決

の
主
体
と
な
る
「
地
域
づ
く
り
」

へ
昇
華
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
社
協
の
強
み
は
、
地
域
に
根
差

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
住
民
の

「
支
え
合
い
の
力
」
を
生
か
せ
る
点

に
あ
る
。私
た
ち
社
協
は
、こ
の「
包

括
化
」
と
「
重
層
化
」
と
い
う
二
つ

の
柱
を
も
と
に
、
行
政
や
専
門
職

だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
一
人
ひ

と
り
の
参
画
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り

立
つ
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
そ
の

結
節
点
と
し
て
、
誰
も
孤
立

さ
せ
な
い
温
か
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
こ
と
が
役
割
な

の
か
も
し
れ
な
い
。�

（
貴
浩
）

地域づくりへの橋渡し

社
協
の
役
割

ずず
～～
むむ

２
０
２
５
Vol.85

薬
物
乱
用
防
止
を
呼
び
掛
け
る
ポ
ス
タ
ー
（
厚
生
労
働
省
提
供
）

ド
ラ
ッ
グ
乱
用
は
ダ
メ
!!

10
月
～
11
月

麻
薬・
覚
醒
剤・
大
麻
乱
用
防
止
運
動
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国
内
最
大
級
の
防
災
イ
ベ
ン

ト「
ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
」と
、

併
催
イ
ベ
ン
ト
の
「
に
い
が
た

防
災
産
業
展
」
が
9
月
6
日
と

7
日
の
２
日
間
、
新
潟
市
中
央

区
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
周
辺
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
「
ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
」
が

新
潟
県
で
開
か
れ
る
の
は
初

め
て
。
全
国
の
自
治
体
、
防
災

関
連
団
体
、
研
究
機
関
、
企
業

な
ど
合
わ
せ
て
４
７
０
団
体

以
上
が
出
展
。
新
潟
地
震
や
中

越
地
震
な
ど
数
多
く
の
自
然
災

害
を
経
験
し
た
新
潟
の
教
訓
を

次
世
代
に
伝
え
よ
う
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
2
日
間
で
約
1
万
８
０
０
０

人
が
来
場
し
、
子
ど
も
連
れ
の

姿
も
目
立
ち
ま
し
た
。

そなえの大切さを楽しく学んだワークショッ
プの一こま

少ない力で人を背負える「おんぶショイコ」
を使ってみせるスタッフトレーラーハウスとテントを組み合わせて災害現場に臨時診療施設も

地
震
や
降
雨
を
体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー
に
は
順

番
待
ち
の
列
が
で
き
た

多
く
の
参
加
者
が
詰
め
か
け
た
「
ぼ
う
さ
い
こ
く

た
い
」
と
「
に
い
が
た
防
災
産
業
展
」
の
会
場

新潟の経験を次世代に



　
「
こ
の
仕
事
は
正
解
が
な
い
か

ら
難
し
い
」
―
。

　

今
号
４
ペ
ー
ジ「
福
祉
の
現

場
」の
取
材
で
、
県
ひ
と
り
親
家

庭
福
祉
連
合
会
の
就
業
支
援
員
・

坂
井
忍
さ
ん
か
ら
そ
の
言
葉
を

聞
い
た
時
、「
そ
う
な
ん
で
す
よ

ね
！
」と
、
思
わ
ず
身
を
乗
り
出

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
状
況
を
抱

え
た
相
談
相
手
へ
の
対
応
に
絶

対
の
正
解
は
な
く
、
手
探
り
の

毎
日
だ
と
坂
井
さ
ん
は
言
い
ま

す
。「
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
と

反
省
し
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

を
考
え
な
が
ら
成
長
し
て
い
き

た
い
で
す
」と
い
う
言
葉
に
実
感

が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　
仕
事
の
内
容
は
違
い
ま
す
が
、

筆
者
も
絶
対
の
正
解
が
な
い
難

し
さ
を
常
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

不
特
定
多
数
の
読
者
に
向
け

て
発
信
し
て
い
る
こ
の
機
関
誌
。

「
多
く
の
人
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
内
容
か
」「
事
実
を
正
確

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
る

か
」「
取
材
相
手
が
伝
え
た
い
こ

と
を
的
確
に
く
み
取
っ
て
い
る

か
」「
だ
れ
か
を
傷
つ
け
る
よ
う

な
表
現
を
し
て
い
な
い
か
」
…

書
い
た
記
事
を
何
度
も
読
み
返

し
て
チ
ェ
ッ
ク
を
重
ね
て
も
、

迷
い
や
不
安
が
完
全
に
消
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
っ
と
も
、
絶
対
的
正
解
が

存
在
す
る
事
柄
は
世
の
中
に
そ

う
多
く
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
答
え
の
出
な
い
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
に
目
を
向
け

て
、「
ベ
ス
ト
」は
無
理
で
も「
ベ

タ
ー
」を
見
出
す
道
筋
を
読
者
と

一
緒
に
探
る
こ
と
が
本
誌
の
役

割
な
の
か
な
と
、
漠
然
と
考
え

て
い
ま
す
。�

（
橋
）

編
集
後
記
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パレット新潟店営業日

日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

11月2025年

…は休業日11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

10月2025年

　
投
資
信
託
「
に
い
が
た
未
来

応
援
日
本
株
フ
ァ
ン
ド
」（
愛

称
・
に
い
が
た
の
架
け
橋
）
を

販
売
す
る
第
四
北
越
証
券
と
、

設
定
・
運
用
す
る
明
治
安
田
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
Ａ
Ｍ
）

が
9
月
3
日
、
新
潟
県
と
、
県

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
福
祉
４

団
体
に
計
約
４
２
５
４
万
円
を

寄
付
し
ま
し
た
。

　
両
社
は
さ
ら
に
「
に
い
が
た

未
来
応
援
グ
ロ
ー
バ
ル
株
式

フ
ァ
ン
ド
」（
愛
称
・
グ
ロ
ー

カ
ル
に
い
が
た
）
か
ら
約
１
９

２
３
万
円
を
県
と
２
公
益
財
団

法
人
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
「
に
い
が
た
の
架
け
橋
」
か

ら
寄
付
を
受
け
た
の
は
、
県
社

協
の
ほ
か
県
看
護
協
会
、
県
ひ

と
り
親
家
庭
福
祉
連
合
会
、
県

フ
ー
ド
バ
ン
ク
推
進
協
議
会
。

　
「
グ
ロ
ー
カ
ル
に
い
が
た
」

か
ら
寄
付
を
受
け
た
公
益
財
団

法
人
は
、
ブ
ル
ボ
ン
吉
田
記
念

財
団
と
県
国
際
交
流
協
会
で

す
。

　
贈
呈
式
が
こ
の
日
、
新
潟
市

中
央
区
の
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
、
第
四
北
越
証
券

の
今
村
博
社
長
と
明
治
安
田
Ａ

Ｍ
の
中
谷
友
行
社
長
が
「
皆
さ

ま
の
お
か
げ
で
全
国
有
数
の

フ
ァ
ン
ド
に
成
長
で
き
た
。
今

後
も
支
援
の
輪
が
広
が
り
地
域

貢
献
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

　
県
社
協
の
高
井
盛
雄
会
長
が

「
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
描
き
実

現
す
る
た
め
に
寄
付
を
活
用
し

て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
後
、
各
団
体
の
代
表

も
そ
れ
ぞ
れ
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

第四北越証券と明治安田AM 県社協などに寄付

「にいがたの架け橋」と「グローカルにいがた」の寄付贈呈式

地域挙げ支援の輪を広げよう


